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核融合炉の実現を目指して，現在の大型ヘリカル装置（LHD）の性能を基に，ヘリカル型核融合炉の
設計研究も進められている．先行研究においては，α粒子損失や，MHD平衡/安定性，新古典輸送など
様々な観点から Q~10 のプラズマ運転シナリオが研究されており，FFHR-d1 のシミュレーションにお
いて，Q~10 での定常状態が達成されている．自己点火・定常状態への到達についても検討が必要とさ
れている．本研究は，大半径が LHDの 4倍となる LHD型核融合炉（LHR4）を仮定し，α粒子加熱の
みで定常状態に到達へ到達するかを検証することを目的とする．  
本研究では，3つの密度分布を仮定し計算を行った．TASK3D内で熱拡散係数は，新古典輸送と乱流
輸送の和として与えられる．新古典熱拡散係数は，新古典輸送を正確に把握するために構築された新古

典輸送データベース DGN/LHDを元に計算した．乱流熱拡散係数のモデルは，これまでの LHD実験の
結果によく一致するモデルとして，電子は gyro-Bohmモデル，イオンは gyro-Bohm-gradTモデルを仮
定した．本研究では，新古典熱拡散係数と乱流熱拡散係数のそれぞれに因子 FNCと FTBを乗じてシミュ

レーションを行った． 
初期中心温度を 11~18[keV]と変化させてシミュレーションを行った場合，最終的な定常状態の中心
電子温度はほぼ同じ温度になった．定常状態温度は初期温度に依存しないことがわかった．中心電子温

度の時間発展の様子を図 1 に示す．FNC =1 とし，FTB を 10-3~1 まで変化させ，中心密度を 2.4~6×
1020[/m3]まで変化させた場合の定常状態の中心温度を図 2に示す．  

FTB を小さくすると，中心電子温度が上昇する傾向が見られた．また，中心密度を大きくすると定常

状態温度は上昇した．FNC を変化させた場合も，FTB を変化させた場合と同様の傾向が定常状態の中心

電子温度に対して見られた．密度分布に対しては，FTB=0.3で定常状態に到達することが確認できた． 
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